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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 11,477 6.8 286 52.1 350 56.7 121 996.8
27年3月期第1四半期 10,747 12.7 188 △47.0 223 △55.3 11 △96.3

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 240百万円 （△23.6％） 27年3月期第1四半期 314百万円 （△67.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 10.07 ―
27年3月期第1四半期 0.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第1四半期 51,958 27,273 49.5 2,132.10
27年3月期 51,030 26,656 50.5 2,136.52
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 25,730百万円 27年3月期 25,784百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 12.00 ― 15.00 27.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 13.00 ― 14.00 27.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 23,280 6.8 800 40.6 920 22.4 500 42.2 41.43
通期 47,300 3.3 2,000 31.5 2,200 8.8 1,300 26.2 107.72



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料P２「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３)連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 12,070,000 株 27年3月期 12,070,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 1,699 株 27年3月期 1,675 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 12,068,319 株 27年3月期1Q 12,068,325 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、円安基調の継続、原油安の影響もあって緩やかな回復基調が

続いております。一方、欧州金融不安に加え、中国及び新興国での景気の減速への警戒感等もあり、先行きは依然とし

て不透明な状況で推移しました。 

このような環境の中で当社グループにおきましては、国内において、格納器具製品の受注の拡大等により、物流サ

ービス事業を中心に、売上高は堅調に推移しました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、11,477百万円

（前年同期比6.8％増収）となりました。 

利益面においては、物流サービス事業での格納器具製品での拡販に加え、前期発生した新規事業所の生産準備費用

が当期なくなったこと等により、営業利益は286百万円（前年同期比52.1％増益）、経常利益は、為替差益の計上もあ

り350百万円（前年同期比56.7％増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、121百万円と大幅な増益となりまし

た。 

なお、主なセグメント別の売上高（セグメント間の内部売上を含む）、営業利益の状況は次の通りであります。 

 

① 物流サービス事業 

物流サービス事業は、国内での格納器具製品の受注の拡大や北米子会社ＫＩＭＵＲＡ，ＩＮＣ．での物流業務の増

収等により、売上高は7,707百万円（前年同期比14.1％増収）となりました。営業利益は、増収効果に加え、前期発生

した新規事業所の生産準備費用が当期なくなったこと等により、481百万円（前年同期比103.5％増益）となりました。 

② 自動車サービス事業 

自動車サービス事業は、国内子会社（株）スーパージャンボが、前年同期（前年同期は、決算期変更前のため、1月

から3月が第１四半期連結累計期間）に比較し、大きく減収となったこと等により、3,528百万円（前年同期比6.8％減

収）となりました。営業利益は、売上高の減収等により67百万円（前年同期比68.8％減益）となりました。 

③ 情報サービス事業 

情報サービス事業は、主要顧客を中心に積極的な拡販活動を展開してきたこと等により受注が増加し、売上高は197

百万円（前年同期比12.0％増収）となり、営業利益は、売上高の増収効果等により、13百万円となりました。 

④ 人材サービス事業 

人材サービス事業の売上高は135百万円（前年同期比10.1％増収）となりましたが、人材獲得コスト等の増加によ

り、営業利益は、ほぼ前年同期並みの６百万円となりました。 

⑤ その他サービス事業 

その他サービス事業は、売電サービスにより、売上高14百万円（前年同期比11.1％減収）となり、営業利益は、6百

万円（前年同期比16.5％減益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期末における総資産は、51,958百万円となり、前連結会計年度末に比較して927百万円の増加となりまし

た。その主な要因は、流動資産が、現金預金やリース投資資産の増加等により1,616百万円増加したこと等によるもの

であります。 

負債合計は、24,685百万円となり、前連結会計年度末に比較して311百万円の増加となりました。その主な要因は、

運転資金の調達により、短期借入金が増加したこと等によるものであります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比較して616百万円増加の27,273百万円となり、自己資本比率は、前連

結会計年度末比1.0ポイント下落の49.5％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年４月28日に公表しました業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」「連結財務諸表に関する会計基準」及び「事業分離等に関する会計基準」等を当第

１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余

金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。

また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原

価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更してお

ります。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、「企業結合に関する会計基準」第58－２項(4)、「連結財務諸表に関する

会計基準」第44－５項(4)及び「事業分離等に関する会計基準」第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。この結果、当第１四半期連結累計

期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ24百万円減少しております。また、当弟１四半期連結会計

期間末の資本剰余金が24百万円増加しております。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,176,485 6,034,072 

受取手形及び売掛金 7,039,080 6,960,302 

リース投資資産 8,307,099 9,012,797 

商品及び製品 494,709 499,800 

仕掛品 34,680 98,635 

原材料及び貯蔵品 182,313 175,852 

繰延税金資産 251,278 273,721 

その他 1,151,867 1,198,804 

貸倒引当金 △1,000 △500 

流動資産合計 22,636,514 24,253,487 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,734,612 10,584,384 

機械装置及び運搬具（純額） 545,882 541,771 

賃貸資産（純額） 283,038 268,945 

土地 6,172,409 6,171,816 

建設仮勘定 3,595 565 

その他（純額） 962,100 1,163,665 

有形固定資産合計 18,701,639 18,731,147 

無形固定資産    

のれん 673,506 653,990 

その他 813,017 805,649 

無形固定資産合計 1,486,523 1,459,639 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,753,544 4,860,856 

繰延税金資産 272,296 187,451 

その他 3,185,050 2,470,958 

貸倒引当金 △5,136 △5,136 

投資その他の資産合計 8,205,754 7,514,129 

固定資産合計 28,393,918 27,704,917 

資産合計 51,030,432 51,958,404 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,639,840 1,525,944 

短期借入金 1,094,444 1,593,527 

1年内返済予定の長期借入金 1,065,684 1,065,718 

未払金 3,265,850 3,108,842 

未払費用 1,924,652 2,006,081 

未払法人税等 331,776 212,948 

賞与引当金 760,478 1,130,693 

役員賞与引当金 20,000 5,000 

その他 1,072,410 826,529 

流動負債合計 11,175,138 11,475,286 

固定負債    

長期借入金 3,032,842 3,032,859 

長期未払金 6,792,397 6,737,123 

退職給付に係る負債 1,837,891 1,733,278 

再評価に係る繰延税金負債 916,558 916,558 

その他 619,118 790,188 

固定負債合計 13,198,808 13,210,008 

負債合計 24,373,946 24,685,294 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,580,350 3,580,350 

資本剰余金 3,420,139 3,444,317 

利益剰余金 15,942,869 15,883,470 

自己株式 △1,395 △1,423 

株主資本合計 22,941,964 22,906,714 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,306,431 1,396,479 

土地再評価差額金 493,299 493,299 

為替換算調整勘定 1,250,035 1,120,735 

退職給付に係る調整累計額 △207,395 △186,309 

その他の包括利益累計額合計 2,842,371 2,824,204 

非支配株主持分 872,150 1,542,190 

純資産合計 26,656,486 27,273,109 

負債純資産合計 51,030,432 51,958,404 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 10,747,279 11,477,745 

売上原価 9,151,773 9,707,372 

売上総利益 1,595,506 1,770,373 

販売費及び一般管理費 1,407,477 1,484,303 

営業利益 188,028 286,069 

営業外収益    

受取利息 1,673 554 

受取配当金 29,591 33,910 

為替差益 - 21,756 

持分法による投資利益 72,164 22,897 

その他 18,201 14,541 

営業外収益合計 121,631 93,660 

営業外費用    

支払利息 29,647 28,174 

為替差損 55,235 - 

その他 977 907 

営業外費用合計 85,860 29,082 

経常利益 223,800 350,648 

特別利益    

固定資産売却益 - 406 

特別利益合計 - 406 

特別損失    

固定資産除売却損 114,244 2,248 

その他 1,164 409 

特別損失合計 115,408 2,657 

税金等調整前四半期純利益 108,391 348,397 

法人税、住民税及び事業税 78,756 151,779 

法人税等調整額 △17,230 41,755 

法人税等合計 61,525 193,535 

四半期純利益 46,865 154,862 

非支配株主に帰属する四半期純利益 35,776 33,236 

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,088 121,626 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 46,865 154,862 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 63,551 90,048 

為替換算調整勘定 173,531 △28,721 

退職給付に係る調整額 30,809 21,085 

持分法適用会社に対する持分相当額 176 3,371 

その他の包括利益合計 268,069 85,784 

四半期包括利益 314,935 240,646 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 247,382 103,459 

非支配株主に係る四半期包括利益 67,553 137,186 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

物流サー 
ビス事業 

自動車サー 
ビス事業 

情報サー 
ビス事業 

人材サー 
ビス事業 

計 

売上高                  

外部顧客へ 

の売上高 
6,754,932 3,768,573 176,669 30,791 10,730,967 16,312 10,747,279 － 10,747,279 

セグメント 
間の内部売 
上高又は振 
替高 

500 15,521 － 91,954 107,975 － 107,975 △107,975 － 

計 6,755,432 3,784,094 176,669 122,746 10,838,943 16,312 10,855,255 △107,975 10,747,279 

セグメント 

利益又は損

失（△） 

236,470 216,700 △4,669 6,876 455,378 7,315 462,693 △274,665 188,028 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

   ２．セグメント利益の調整額△274,665千円には、セグメント間取引消去2,759千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△277,424千円が含まれております。その全社費用の主なものは、当社の人事、総務及び経理

等の管理部門に係る費用であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

物流サー 
ビス事業 

自動車サー 
ビス事業 

情報サー 
ビス事業 

人材サー 
ビス事業 

計 

売上高                  

外部顧客へ 

の売上高 
7,707,774 3,516,548 197,865 41,052 11,463,241 14,504 11,477,745 - 11,477,745 

セグメント 
間の内部売 
上高又は振 
替高 

- 12,026 - 94,108 106,135 - 106,135 △106,135 - 

計 7,707,774 3,528,575 197,865 135,161 11,569,377 14,504 11,583,881 △106,135 11,477,745 

セグメント 

利益 
481,208 67,623 13,289 6,761 568,883 6,105 574,988 △288,919 286,069 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

   ２．セグメント利益の調整額△288,919千円には、セグメント間取引消去2,218千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△291,138千円が含まれております。その全社費用の主なものは、当社の人事、総務及び経理

等の管理部門に係る費用であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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